
全日本スキー連盟Ｂ級公認 

2010 第1回岩鞍カップマスターズスキー大会(第２戦) 開催要項 

１． 主  催 群馬県スキー連盟 

２． 主  管 群馬県スキー連盟競技本部競技会運営部 マスターズ小委員会 片品スキークラブ 

３． 後  援 尾瀬開発株式会社 ホワイトワールド尾瀬岩鞍 

４． 協  力 群馬県スキー連盟指導委員会 

５． 期  日 平成22年2月3日（水）～4日（木） 

６． 会  場 ホワイトワールド尾瀬岩鞍 

７． 競技種目 ジャイアントスラローム 

８． 日  程 

【2/3（水）TCミーティングの出席について】 

  各チームにおいては代表者が、個人については選手本人が必ず出席してボードコントロールを行う事。やむ

を得ず出席できない場合は、ドローの2時間前までに大会現地のセクレタリー宛にFAXで連絡をいれ、送信

後受領を確認する事。コントロールの無い場合は出場意志が無いものと見なし、エントリーから外す。 

※ 尚、気象条件によっては日程変更する場合もある。 

 

９． 組  別 

男子 女子 

年齢組別 生年月日 年齢組別 生年月日 

30歳代 S50.1.1～S54.12.31 30歳代 S50.1.1～S54.12.31 

35歳代 S45.1.1～S49.12.31 35歳代 S45.1.1～S49.12.31 

40歳代 S40.1.1～S44.12.31 40歳代 S40.1.1～S44.12.31 

45歳代 S35.1.1～S39.12.31 45歳代 S35.1.1～S39.12.31 

50歳代 S30.1.1～S34.12.31 50歳代 S30.1.1～S34.12.31 

55歳代 S25.1.1～S29.12.31 55歳代 S25.1.1～S29.12.31 

60歳代 S20.1.1～S24.12.31 60歳代 S20.1.1～S24.12.31 

65歳代 S15.1.1～S19.12.31 65歳代 S15.1.1～S19.12.31 

70歳代 S10.1.1～S14.12.31 70歳代 S10.1.1～S14.12.31 

75歳代 S05.1.1～S09.12.31 75歳代 S05.1.1～S09.12.31 

80歳以上 S04.12.31以前 80歳以上 S04.12.31以前 

 
１０． 競技方法 ①同タイムの場合はビブナンバーの遅いものが上位とする。 

       ②1日2本の滑走タイムによる合計タイムで成績を決定する。但し気象条件などにより1本の滑

走となる場合もある。 

       ③それぞれの組内で、2009SAJマスターズポイントを優先してドローする。 

       ④スタート順は女子・男子別にドロー順とする。 

 

１１． 参加資格 ①30歳以上の男女とする。年齢は平成21年12月31日現在の年齢とする。 

       ②全日本スキー連盟の登録会員でSAJマスターズ競技者管理登録（群馬県の会員は群馬県マスタ

ーズ競技者管理登録）済みである事。 

       ③健康診断を受けて健康である者。（競技規則第221条） 

       ④スポーツ傷害保険又はこれに準ずる保険に加入済みである事。 

 

１２． 参加申込 ①申込締切 平成22年1月15日（金）までに下記事務局必着の事。但し、公認競技会 

出場者制限に伴い、男女各180名になり次第参加申込を締め切る。 

       ②参加料  4,000円 ※申込後はいかなる場合があっても返金しない。 

       ③申込方法 マスターズ参加申込書及びSAJエントリー申込書に必要事項を記入の上、参加料を

月 日 内容 時間 会場 

TCミーティング及びドロー 16:00から 
2/3（水） 

開会式 17:00から 
尾瀬岩鞍リゾートホテル大広間 

競技開始 09:30 チャンピオンAコース 
2/4（木） 

閉会式 競技終了後 尾瀬岩鞍リゾートホテル大広間 



添え、下記事務局宛現金書留にて申し込む事。 

       ④申込先  〒378-0412群馬県利根郡片品村土出2609 ホワイトワールド尾瀬岩鞍内 

              「SAJ B級公認 第1回岩鞍ｶｯﾌﾟﾏｽﾀｰｽﾞｽｷｰ群馬大会(第２戦)」事務局  

              TEL 0278-58-7777 FAX 0278-58-7755 

              http://www.oze-iwakura.co.jp/ 

 

１３． そ の 他 ①表  彰 男女別、年代別に第6位まで賞状を授与する。 

       ②宿泊申込 宿泊希望者は、大会事務局に直接申し込む事。 

       ③安全対策 安全確保の為、必ずスキーブレーキを装備するとともに、クラッシュヘル 

メットを着用する事。 


